
102014.5　No.32

【
地
域
防
災
計
画
】

Ｑ
（
若
梅
議
員
）
自
主
防

災
組
織
へ
の
予
算
の
支
出
想
定

は
。A

（
環
境
防
災
課
）
補
助

金
交
付
要
綱
を
策
定
し
、
資
材

の
購
入
等
に
対
し
助
成
を
行
い

ま
す
。

Ｑ
（
若
梅
議
員
）
災
害
用

備
品
に
つ
い
て
充
足
し
て
い
る

か
。A

（
環
境
防
災
課
）
現
在

地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
て
お

り
、
特
に
食
料
の
備
蓄
に
つ
い

て
、
本
来
３
日
程
度
の
も
の
が

１
日
程
度
し
か
な
く
、
順
次
計

画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

【
庁
舎
総
合
案
内
業
務
】

Ｑ
（
若
梅
議
員
）
庁
舎
総

合
案
内
業
務
に
つ
い
て
再
任
用

職
員
で
の
対
応
は
。

A
（
総
務
課
）
今
年
度
末

は
希
望
す
る
職
員
は
い
な
い

が
、
今
後
選
択
肢
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

【
未
申
告
者
の
解
消
】

Ｑ
（
川
島
透
議
員
）
未
申

告
者
の
数
は
。
ま
た
、
未
申
告

者
の
解
消
の
た
め
の
対
策
は
。

A
（
税
務
課
）
住
民
税
の

未
申
告
者
の
数
は
、
平
成
24
年

度
当
初
で
５
１
３
人
、
平
成
25

年
度
当
初
で
４
４
１
人
お
り
ま

し
た
が
、
25
年
度
は
３
回
通
知

を
出
し
ま
し
て
、
10
月
末
で

３
０
０
人
弱
に
ま
で
な
っ
て
い

ま
す
。
通
知
を
出
す
な
り
直
接

お
話
を
す
る
な
り
し
て
、
申
告

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
勧
奨

し
て
お
り
ま
す
。

【
消
防
車
両
整
備
事
業
】

Ｑ
（
川
島
勝
美
議
員
）
消

防
車
両
整
備
事
業
で
ポ
ン
プ
車

１
台
、
積
載
車
２
台
と
あ
る
が

第
４
分
団
第
４
部
が
過
去
に
も

ポ
ン
プ
自
動
車
で
あ
っ
た
か
。

ま
た
、積
載
車
の
耐
用
年
数
は
。

A
（
環
境
防
災
課
）
過
去

に
も
ポ
ン
プ
自
動
車
で
す
。
町

の
消
防
施
設
等
整
備
事
業
実
施

要
領
で
、
耐
用
年
数
は
16
年
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
車
検
が

残
っ
て
い
る
の
で
17
年
か
ら
18

年
で
の
更
新
と
な
り
ま
す
。

【
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
】

Ｑ
（
八
角
議
員
）
ゴ
ル
フ

場
利
用
税
交
付
金
の
算
定
方
法

は
。
町
の
ゴ
ル
フ
場
で
あ
る
カ

レ
ド
ニ
ア
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の

利
用
者
数
に
よ
り
交
付
額
が
決

ま
る
の
か
。

A
（
企
画
財
政
課
）
県
税

な
の
で
、
県
の
推
計
し
た
伸
び

率
を
町
の
交
付
実
績
に
当
て
は

め
て
推
計
し
た
も
の
で
す
。

【
収
税
状
況
】

Ｑ
（
森
川
議
員
）
町
税

１
０
９
，５
０
７
千
円
増
の
根

拠
は
。

A
（
税
務
課
）
大
き
な
も

の
と
し
て
26
年
度
か
ら
町
民

税
の
均
等
割
で
一
人
当
た
り

５
０
０
円
の
増
、
固
定
資
産
税

の
家
屋
分
の
新
増
築
分
で
増
、

軽
自
動
車
税
の
登
録
増
に
よ
る

た
め
で
す
。

Ｑ
（
森
川
議
員
）
固
定
資

産
税
の
増
収
理
由
は
。

A
（
税
務
課
）
25
年
度
当

初
予
算
よ
り
、
25
年
度
実
績
見

込
み
が
増
と
な
り
、
そ
れ
を
基

に
算
出
し
ま
し
た
。

Ｑ
（
森
川
議
員
）
幼
少
時

か
ら
の
税
の
重
要
さ
周
知
必
要

だ
が
。

A
（
税
務
課
）
滞
納
者
の

中
に
は
納
税
意
識
が
薄
い
こ
と

も
あ
る
。
小
学
生
対
象
に
租
税

教
育
を
行
っ
て
い
る
が
、
非
常

に
重
要
で
あ
り
ま
す
。

【
街
路
灯
】

Ｑ
（
森
川
議
員
）
商
店
街

中
心
に
街
路
灯
が
老
朽
化
す
る

な
ど
し
て
い
る
が
。

A
（
環
境
防
災
課
）
今
後

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
省
電
力
、
長

寿
命
で
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
、
撤

去
等
さ
れ
た
場
合
は
設
置
を
し

て
い
き
ま
す
。

【
庁
舎
総
合
案
内
業
務
】

Ｑ
（
森
川
議
員
）
本
来
の

仕
事
以
外
に
役
場
職
員
に
案
内

業
務
を
さ
せ
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。

A
（
総
務
課
）
26
年
度
は

業
務
委
託
を
す
る
予
定
で
委
託

料
３
４
6
万
６
千
円
を
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
。

【
文
化
財
の
保
護
】

Ｑ
（
杉
森
議
員
）
旧
横
芝

町
役
場
に
保
管
し
て
あ
る
文
化

財
の
保
護
は
。
他
に
代
替
施
設

は
あ
る
の
か
。

A
（
社
会
文
化
課
）
担
当

課
と
す
れ
ば
資
料
館
的
な
も
の

を
建
設
し
た
い
が
、
財
政
的
に

難
し
い
た
め
、
懸
案
事
項
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
代
替
施

設
は
芝
崎
に
プ
レ
ハ
ブ
が
あ

り
、
一
時
的
に
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
大
総
会
館
も
利
用
で
き

ま
す
。

【
介
護
施
設
の
運
営
】

Ｑ
（
杉
森
議
員
）
以
前
に

民
生
文
教

　
常
任
委
員
会

ト
ラ
ブ
ル
の
あ
っ
た
介
護
施
設

は
そ
の
後
改
善
さ
れ
た
の
か
。

今
後
、
県
の
立
ち
入
り
や
指
導

を
受
け
る
こ
と
は
な
い
の
か
。 

A
（
福
祉
課
）
今
後
研
修

な
ど
を
通
し
て
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

【
児
童
医
療
費
助
成
制
度
】

Ｑ
（
山
﨑
議
員
）
児
童
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い

て
議
会
で
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
あ
る
。
高
校
1
年
生
だ
け
を

対
象
と
す
る
の
は
格
差
が
生
じ

る
の
で
は
な
い
か
。

A
（
福
祉
課
）
町
長
の
公

約
の
一
つ
で
あ
り
、
事
業
を
開

始
す
る
に
当
た
っ
て
い
き
な
り

高
校
生
全
員
と
す
る
の
は
予
算

面
な
ど
で
無
理
か
と
思
い
、
一

年
生
を
対
象
と
し
、
可
能
で
あ

れ
ば
今
後
、
2
年
生
、
3
年
生

に
拡
充
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
の
高
校
2
年
生
は
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

ど
こ
か
で
境
を
作
ら
な
い
と
開

始
で
き
な
い
こ
と
か
ら
致
し
方

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
】

Ｑ
（
野
村
議
員
）
26
年
度
予

算
計
上
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
願
い
た
い
。

A
（
住
民
課
）
監
視
カ
メ

総
務
・
民
生
文
教
・
産
業
建
設
　
各
常
任
委
員
会

　
　
平
成
26
年
度
予
算
調
査
を
実
施

　

平
成
26
年
３
月
７
日
、
10
日
、
12
日
の
３
日
間
、
各
常
任
委
員
会
ご
と
に
、
所
管

課
の
平
成
26
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
行
わ
れ

た
決
算
調
査
に
ひ
き
続
き
、
各
課
で
の
実
施
予
定
事
業
等
の
予
算
の
適
正
性
・
事
業

内
容
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
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ラ
と
警
察
等
へ
の
通
報
シ
ス
テ

ム
が
主
で
す
。

【
国
民
健
康
保
険
の
特
別
調
整

交
付
金
】

Ｑ
（
野
村
議
員
）
国
民
健

康
保
険
の
特
別
調
整
交
付
金
が

獲
得
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
県
内
の
順
位
的
な
も
の
が

あ
れ
ば
説
明
を
願
い
た
い
。

A
（
住
民
課
）
国
保
の
特
々

調
の
獲
得
に
つ
き
ま
し
て
は
多

く
の
採
択
項
目
が
あ
り
、
項
目

ご
と
に
基
準
と
な
る
点
数
が
あ

り
ま
す
。
今
年
度
の
申
請
自
治

体
は
24
市
町
村
で
あ
り
、
そ
の

中
の
18
団
体
だ
け
が
採
択
さ
れ

た
わ
け
で
す
。
来
年
度
も
獲
得

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。

【
敬
老
会
】

Ｑ
（
鈴
木
克
征
議
員
）
敬

老
会
に
つ
い
て
隔
年
の
実
施
と

な
っ
て
い
る
が
、
以
前
に
実
施

し
て
い
た
よ
う
に
一
か
所
で
行

う
計
画
か
。
地
区
社
協
で
実
施

し
た
敬
老
事
業
が
大
変
好
評
で

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

A
（
福
祉
課
）
地
区
社
協
で

平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
事
業

が
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
旨
を

含
め
て
協
議
を
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
予
定
通
り
一
か
所
に

集
め
て
実
施
す
る
方
向
で
す
。

【
が
ん
検
診
】

Ｑ
（
鈴
木
克
征
議
員
）
が
ん

検
診
事
業
費
が
増
加
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
各
検
診
そ
れ
ぞ

れ
が
伸
び
て
い
る
の
で
す
か
。

A
（
健
康
管
理
課
）
大
腸

が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
等
で
利
用
実
績
が

伸
び
て
お
り
ま
す
。

【
国
保
財
政
】

Ｑ
（
齋
藤
議
員
）
国
保
税
率

の
改
正
に
伴
い
、
税
額
が
上
昇

す
る
中
、
住
民
課
が
主
催
す
る

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

健
康
づ
く
り
事
業
の
意
味
合

い
（
医
療
費
の
抑
制
）
を
、
よ

り
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た

い
。A

（
住
民
課
）
広
報
に
も
、

国
保
財
政
が
厳
し
い
中
、
健
康

づ
く
り
事
業
が
国
保
の
歳
出
に

お
い
て
は
、
被
保
険
者
の
負
担

を
抑
え
る
大
き
な
柱
だ
と
い
う

こ
と
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た

が
、
各
種
健
康
事
業
等
を
受
講

さ
れ
て
い
な
い
方
へ
向
け
て

も
、
こ
の
点
、
今
後
も
P
R

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
新
規
就
農
者
の
支
援
】

Ｑ
（
川
島
仁
議
員
）
新
規

就
農
者
は
、
毎
年
何
人
く
ら
い

い
る
の
か
。
新
規
就
農
者
に
は

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

A
（
産
業
振
興
課
）
25
年

度
は
４
件
５
人
、
そ
の
前
年
は

２
人
で
す
。
45
歳
未
満
の
新
規

就
農
者
に
は
青
年
就
農
給
付
金

と
し
て
１
５
０
万
円
を
５
年
間

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
（
川
島
仁
議
員
）
私
も

研
修
生
を
15
人
位
受
け
入
れ
て

い
る
が
、
千
葉
県
に
は
魅
力
を

感
じ
な
い
と
話
し
て
お
り
、
他

県
の
市
や
町
で
は
支
援
が
あ

り
、
行
っ
て
し
ま
う
。
町
で
も

手
厚
い
支
援
を
行
い
、
人
口
増

加
に
も
繋
げ
て
ほ
し
い
。

A
（
産
業
振
興
課
）
今
年

度
町
で
は
農
婚
に
力
を
入
れ
始

め
て
お
り
、
夫
婦
で
就
農
し
生

き
が
い
の
あ
る
農
業
の
町
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
経
営
体
育
成
支
援
事
業
】

Ｑ
（
五
木
田
議
員
）
今
年

２
月
に
国
の
助
成
事
業
の
申
込

み
受
付
が
あ
り
、
申
請
し
た
す

べ
て
が
許
可
に
な
ら
な
か
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
確
か
か
。

A
（
産
業
振
興
課
）
県
か

ら
の
指
導
に
よ
り
、
地
域
の
話

し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ

た
担
い
手
が
対
象
と
な
る
と
連

絡
を
受
け
、
短
期
間
で
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
修
正
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
た
め
、
全
員
取

下
げ
と
し
ま
し
た
。

Ｑ
（
五
木
田
議
員
）
中
に

は
補
助
制
度
を
利
用
し
て
、
少

し
で
も
先
に
行
こ
う
と
い
う
担

い
手
も
多
い
の
だ
か
ら
し
っ
か

り
対
応
し
て
ほ
し
い
。

A
（
産
業
振
興
課
）
県
か

ら
も
短
期
間
で
の
取
り
ま
と
め

を
示
さ
れ
る
た
め
、
情
報
を
注

視
し
な
が
ら
対
応
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
銚
子
連
絡
道
路
】

Ｑ
（
浅
野
議
員
）
銚
子
連

絡
道
路
の
進
捗
と
光
イ
ン
タ
ー

付
近
の
町
有
地
も
含
め
た
計
画

は
。A

（
都
市
建
設
課
）
あ
け

ぼ
の
橋
付
近
農
免
道
路
ま
で
の

接
続
道
路
が
28
年
で
の
完
成
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

光
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
旧
光
町
時
代
か
ら
検

討
し
て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
活

用
方
法
に
対
し
目
途
が
立
っ
て

い
ま
せ
ん
。

【
地
産
地
消
事
業
】

Ｑ
（
浅
野
議
員
）
地
産
地

消
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
。

A
（
産
業
振
興
課
）
限
ら

れ
た
予
算
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
予
算
を
増
や
せ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
清
長
大
橋
工
事
】

Ｑ
（
鈴
木
和
彦
議
員
）
清

長
大
橋
の
長
塚
側
は
、
新
粟
嶋

橋
の
よ
う
に
既
存
道
路
を
利
用

し
て
共
用
で
き
る
よ
う
に
は
し

な
い
の
か
。

A
（
都
市
建
設
課
）
こ
の

道
路
は
新
設
の
バ
イ
パ
ス
と
な

る
た
め
、
既
存
の
道
路
と
接
続

さ
せ
た
い
が
虫
食
い
の
未
買
収

地
が
あ
り
ま
す
。
警
察
と
の
協

議
を
含
め
開
通
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

【
新
粟
嶋
橋
工
事
】

Ｑ
（
鈴
木
和
彦
議
員
）
新

粟
嶋
橋
の
横
芝
側
は
計
画
が
変

更
と
な
り
、
田
畑
を
分
断
さ
れ

て
し
ま
う
農
地
の
地
権
者
か
ら

は
、
な
か
な
か
承
諾
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
。

A
（
都
市
建
設
課
）
新
粟

嶋
橋
の
大
総
側
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
２
転
３
転
し
、
確
か
に
も

め
て
い
ま
す
。
富
下
側
は
直
線

で
田
畑
の
分
断
が
生
じ
ず
ス

ム
ー
ズ
に
い
っ
た
が
、
於
幾
側

は
猛
反
対
で
し
た
。
本
年
度

ル
ー
ト
を
再
検
討
し
、
地
元
説

明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
概

ね
の
承
諾
は
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
や
は
り
、
一
部
の
地
権
者

か
ら
の
反
対
が
あ
り
、
現
在
、

再
度
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

道
路
構
造
令
に
よ
り
カ
ー
ブ
な

ど
を
設
置
す
る
の
で
、
ど
う
し

て
も
分
断
は
生
じ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。
今
後
も
地
権
者
が

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
協

議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
建
設

　
常
任
委
員
会


